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アロニアの健康効果

アロニア果汁による高血糖および肥満抑制効果
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Aronia （アロニア）

・アロニアは北米原産のバラ科に属する黒紫色の果実

・ロシア、ポーランド、ブルガリアで広く生産

・日本では北海道や東北で栽培

Components Aronia juice (g per 100 g) 

Protein 0.2

Carbohydrate 17.9

Fat <0.1

Minerals 0.5

Fiber 0.3

Energy density 
(kcal per 100 g diet) 73

ブルガリア産 有機アロニア100%果汁

（（有）中垣技術士事務所より提供）

血中LDL-コレステロール上昇抑制

アロ二ア
血圧上昇抑制血中TG上昇抑制

腸内細菌叢改善脂肪蓄積抑制

血糖値上昇抑制

脂肪肝改善 肝臓繊維化抑制

肝臓保護効果肥満改善効果

2型糖尿病改善効果

高脂血症改善効果

腸内細菌叢改善効果

高LDL-コレステロール血症改善効果

高血圧改善効果
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高脂肪食摂取マウスにおけるアロニアの効果

高血圧モデルラットにおけるアロニアの効果

Yamane T et al. FFHD 2016

Yamane T et al. JNB 2016
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アロニア摂取マウス肝臓における遺伝子発現の変化

アロニア摂取マウス各臓器における遺伝子発現の変化
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●コントロールとして用いたC57BL6マウスと糖尿病モデルであるKKAyマウス肝臓におけるIgfbp1, 
Gadd45gおよびArrdc3の発現は高脂肪食摂取したC57BL6マウスにアロニアを与えた際の肝臓に
おける遺伝子発現変化と同様であり、糖尿病および肥満に特異的な発現変化は認められなかった。
これらの結果はアロニア含有成分による肝臓におけるIgfbp1やGadd45gの遺伝子発現調節が正常な
状態の肝臓と糖尿病肥満状態の肝臓において、同一の機構で起こっていることを示唆している。

●アロニア果汁を摂取したKKAyマウス腎臓および小腸においてIgfbp1の発現が減少した。この結果
はKKAyマウス腎臓および小腸におけるアロニア含有成分によるIgfbp1発現調節機構が肝臓における
機構と異なることを示している。

●アロニア果汁を摂取したKKAyマウス脾臓ではGadd45gの発現が減少した。この結果はKKAyマウス
脾臓におけるアロニア含有成分によるGadd45g 発現調節機構が肝臓における機構と異なることを
示している。

●今後、アロニア成分中のどのような物質がIgfbp1やGadd45gの発現調節を行っているかを同定し、
各臓器における転写調節機構を明らかにすることで、アロニア摂取による糖尿病・肥満改善効果と
遺伝子発現調節の関係性について、より詳細に解析することで、その分子メカニズムを明らかにし
たい。


